
 

 

 
 
 
 
 

 

３年ぶりの合唱祭  
校長 守岡 信一   

 

１０月２８日に「合唱祭」が行われました。コンクールとして行われるのは３年ぶり

です。日々の音楽の授業に加え、中間テスト後から始まったクラス練習では、実行委員

やパートリーダーを中心に、自分たちで意見を出し合いながら担任とよく話し合い、歌

を磨き上げていきました。合唱祭当日は感染者なし、かつ、換気等の感染防止策の徹底

により全校生徒が体育館に入り、発表を聴きあうことができました。保護者の皆様には

生徒の健康管理に御留意いただきありがとうございます。私は、開会式で以下のような

話をしました。 

学校教育目標の中にある「人を尊ぶ」姿あふれる合唱祭でした。本校生徒が行事や様

々な活動をとおして力をつけ、その力を発揮していることをとても嬉しく思います。 

日々の積み重ねが人をつくります。日常の中でさらに個も集団も成長していってほし

いと思っています。３年生は進路に向けた取組が本格的に始まります。今後もやり遂げ

たことを自信にし、最後まで粘り強く歩み続けてくれるものと楽しみにしています。 
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学校教育目標『人を尊び 本気で学び たくましく』 

～ふるさと川越山田に自信と誇りを持てる生徒の育成～ 

私からは、「嬉しいことを２つ」話します。一つ目は、今年度は、この体育館に、

全校生徒のみなさんが集まって、合唱祭を開催できることです。感染症の大きな影

響で、歌は制限され、大切な卒業式でさえも歌うことはできませんでした。今日は、

思う存分、これまでの練習の成果を発揮してください。後悔しないように、力を出

しきりましょう。 

もうひとつの嬉しいことは、毎日、みなさんが、クラスの仲間との和、友情、絆

を大事にして、お互いを尊重しながら、練習を続けてきたということです。私は、

合唱のすばらしさであるハーモニーを創りあげる上で最も大切なことは、お互いの

音を聴きあい、心を合わせることだと思います。これまでの練習で仲間との絆を大

切にしてきたみなさんなら、きっと素敵なハーモニーを奏でることができると思い

ます。今日は、この場所で、この仲間だけの、美しいハーモニーを体育館いっぱい

に響かせてください。期待しています。 

 


